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「知」の集積と活用の場産学官連携協議会（準備会） 

ワーキングチームの検討状況について 
 

 28 年度から本格的に立ち上げる「知」の集積と活用の場産学連携協議会の運営のあり方

等について、産学連携協議会（準備会）の会長、副会長及び理事の実務者で構成されるワー

キングチームの検討状況は以下のとおり。 

 

（１）本協議会のあり方関する基本的考え  

○ 本協議会は、農林水産・食品分野においてオープンイノベーションを推進する開かれ

た組織として、個々の会員の技術やアイデアが活かされる協議会とすることが必要。 

 

○ また、農林水産食品分野と異分野の民間企業、生産者、大学・研究機関、自治体、金

融機関等の多様な者が参画することから、これらの会員の特性や実態を踏まえた柔軟な

運営を行うことが必要。 

 

○ 異分野の会員にとっては、農林水産・食品産業の現場が置かれた現状と課題を知るこ

と、農林水産・食品分野の会員にとっては、異分野の会員が有する技術やアイデア等を

知ることが新たなビジネス創出の最初のきっかけとなる。これを念頭に置いて、会員同

士の交流によってイノベーションが創出されるように活動を推進することが必要。 

 

（２）協議会の運営方法について  

  ①会員サービスと会費のあり方 

   ＜会員サービスの方向性＞ 

   ○ 協議会の立ち上げの当初の段階では、農林水産省や農林水産・食品分野の国立研

究開発法人等が現在有する研究成果や情報、生産者・農業法人等の課題について、

可能なものから、積極的に会員へ提供することを重視して会員サービスを実施。 

   

   ＜当面の会費のあり方＞ 

   ○ 生産者や大学、自治体などは、優れた技術やノウハウは有するものの、会費等の

金銭的な負担が難しいところ。また、この場での研究開発が利益として還元される

までには一定の期間が必要となることが見込まれる。これらを踏まえ、28 年度は、

会員から会費は徴収せず、農林水産省からの支援をベースとして活動を推進する。 

 

○ なお、会費等のあり方については、28 年度の活動状況を踏まえて、更に検討する。 

 

  ②組織形態及び事務局等について 

   ＜組織形態＞ 

   ○ 28 年度は任意団体として活動を実施。協議会には、会長、副会長、理事を置き、
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意思決定機関として理事会を設置することに加え、実務的に協議会の活動を推進す

る運営委員を置き、運営委員会を開催する。協議会の会員は、引き続き、法人会員

と個人会員で構成することを想定する。 

 

○ 協議会に一定のノウハウ、実績が蓄積した後には、将来的に組織の法人化等を行

うことも視野に入れて活動を推進する。 

 

   ＜事務局＞ 

○ 事務局は、農林水産省が担うが、実際の運営は民間の団体等に委託することで柔

軟に協議会の運営を行う。 

 

（３）消費者及び海外の組織の扱いについて  

①消費者の参画 

    「知」の集積と活用の場に消費者の視点やアイデアを取り込み、事業化・商品化を

推進するため、一般の会員とは別に「消費者モニター（仮称）」の設置を検討する。 

 

  ②海外の組織の扱い 

    協議会においては、多様な者のオープンな出会いが重要であることから、海外資本

の日本法人については、国内企業と取扱いを区別せず対応する。 

 

（４）今後の検討スケジュール （案） 

  １月 25 日（月） 協議会（準備会）ワーキングチーム（第２回） 

           ・1/20 の本検討会での御議論を踏まえて会員へのパブリックコメ

ント案を作成 

 

  ２月中     協議会（準備会）の会員へのパブリックコメント募集 

           ・ワーキングチームの検討内容について、準備会の一般の会員に対

して意見を募集 

 

  ３月上旬    協議会（準備会）ワーキングチーム（第３回） 

           ・会員へのパブリックコメントを踏まえて、協議会の運営方法案を

確定 

 

  ３月 17 日（木） 「知」の集積と活用の場の構築に向けた検討会（第 10 回） 

           ・ワーキングチームの検討結果について御報告 

 

  ３月 29 日（火） 協議会（準備会）理事会及び総会 

           ・28 年度からの協議会の運営方法について決定 
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（参考） 

 

「知」の集積と活用の場 産学官連携協議会（準備会） 

ワーキングチーム名簿 

 

 

折戸 文夫  三菱樹脂株式会社執行役員 

神村  岳 株式会社前川製作所技術開発ブロック技術研究所開発推進グ

ループ 

潮  秀樹  東京大学大学院農学生命研究科教授 

津田  浩  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 

イノベーション推進本部 総括企画主幹 

長谷川浩司  キッコーマン株式会社研究開発推進部・グループ長 

山川 一義  富士フイルム株式会社 経営企画本部 

イノベーション戦略企画部 統括マネージャー（部長） 

佐野 省吾  富士フイルム株式会社 経営企画本部 

イノベーション戦略企画部 マネージャー 

遠藤 大己  株式会社サラダボウル経営企画室担当 

高田 浩司  株式会社サラダボウル経営企画室担当 

坂井  真  国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構 

連携普及部 統括コーディネーター 

 

 

（順不同） 

 


